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第 3 節．方法 




force とアキレス腱負荷速度 AT force loading rate、アキレス腱負荷力積 AT force impulse、そして、足関節
背屈角度は、収集されたデータに基づき算出された。統計手法は、各解析動作のアキレス腱負荷を順序付ける
ために記述統計を用いた。さらに、各解析動作のアキレス腱負荷を比較するために、最大 AT force と AT force 






第 4 節．結果 
	 最大 AT force は、平均値が大きい順に、前方ホップ、走行、側方ステップ、側方ステップ着地、後方ステ




AT force loading rate は、走行、前方ホップ、側方ステップ着地、垂直ジャンプ着地、後方ステップ、前方




AT force impulse は、前方ホップ、側方ステップ、後方ステップ、垂直ジャンプ、垂直ジャンプ着地、側方













第 5 節．結論 
	 アキレス腱負荷が高負荷となった動作は、片脚のみでの動作であることに加え、足関節パワーの推移から遠
心性収縮による衝撃緩衝から、求心性収縮による前方推進への切り替え動作であった。アキレス腱負荷と足関
節背屈角度ともに大きいことから、アキレス腱の伸張かつ張力負荷が最も大きくなることが考えられる。本研
究で得られた各動作のアキレス腱負荷の順位付けにより、アキレス腱障害後のリハビリテーションで段階的な
負荷が可能となる。 
	  
